
食
料
自
給
率
の
抜
本
的
向
上
を

小
林
議
員
は
、
２
０
２
０
年
度
の
奈

良
県
の
耕
地
面
積
や
農
産
物
販
売
額
は

全
国
最
下
位
ク
ラ
ス
で
、
自
給
率
は
わ

ず
か
14
％
（
国
は
37
％
）
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
。
コ
ロ
ナ
禍
で
米
価
が
１
俵
あ

た
り
１
万
１
０
０
０
円
と
暴
落
す
る
中
、

コ
ス
ト
は
１
万
４
０
０
０
円
程
か
か
り

苦
し
む
コ
メ
農
家
へ
の
総
合
支
援
策
を

求
め
ま
し
た
。

担
当
部
長
は
、
県
内
農
作
物
は
野
菜

や
果
実
等
が
中
心
で
「
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

ス
の
自
給
率
を
重
視
す
る
必
要
は
な
い
」

と
答
弁
。

小
林
議
員
は
、
農
産
物
輸
入
自
由
化

や
、
減
反
と
大
規
模
農
業
化
で
家
族
経

営
を
切
り
捨
て
て
き
た
政
府
の
農
業
政

策
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
の

米
作
支
援
に
県
の
応
分
の
負
担
を
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
県
が
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

ス
目
標
を
も
ち
、
学
校
給
食
へ
の
県
産

食
材
の
活
用
や
直
売
所
売
り
上
げ
増
で

な
ど
で
「
依
存
か
ら
自
立
」
へ
の
農
政

転
換
を
求
め
ま
し
た
。

介
護
従
事
者
の
人
材
確
保
と

低
い
賃
金
の
引
き
上
げ
を

22
年
を
迎
え
た
介
護
保
険
制
度
は
、

３
年
毎
に
改
定
さ
れ
る
た
び
に
保
険
料

は
上
が
り
、
利
用
料
負
担
も
増
え
、
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
し
に
く
く
な
る
一
方
で
、

深
刻
に
な
っ
て
い
る
の
は
介
護
従
事
者

の
不
足
で
す
。
小
林
議
員
は
、
介
護
従

事
者
不
足
が
介
護
崩
壊
を
招
く
と
し
て
、

介
護
職
の
人
材
確
保
と
処
遇
改
善
の
取

り
組
み
を
求
め
ま
し
た
。

担
当
部
長
は
「
介
護
職
へ
の
参
入
促

進
」
「
離
職
防
止
・
定
着
支
援
」
「
資

質
向
上
」
の
３
つ
の
柱
で
人
材
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
答
弁
。
小
林
議
員

は
、
介
護
崩
壊
を
招
か
な
い
た
め
に
は
、

介
護
職
の
賃
金
格
差
を
な
く
す
こ
と
が

最
優
先
の
課
題
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

11
月
定
例
県
議
会

日
本
共
産
党
県
議
団

２
０
２
１
年
11
月
定
例
県
議
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
総
額
約
１

１
９
億
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算

案
な
ど
21
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
日
本
共
産

党
が
一
昨
年
の
第
１
波
時
か
ら
繰

り
返
し
要
望
し
て
い
た
人
が
無
料

で
受
け
ら
れ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
（
約

30
億
円
）
が
具
体
化
さ
れ
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
末
接
種
者
や
無
症
状
者

も
、
調
剤
薬
局
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
な
ど
で
希
望
す
る
人
が
受
け
ら

れ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
平
城
高
校
関
係
者
か
ら

提
出
さ
れ
た
「
将
来
に
つ
な
が
る

『
県
立
奈
良
高
校
と
平
城
高
校
の

融
合
を
す
す
め
る
』
請
願
」
が
賛

成
多
数
で
採
択
。
日
本
共
産
党
が

紹
介
者
と
な
っ
た
「
生
駒
平
群
発

電
所
工
事
に
お
け
る
林
地
開
発
許

可
（
２
０
１
９
・
11
・
１
）
の
取

消
し
を
求
め
る
請
願
」
は
賛
成
少

数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
が
、

17
名
の
賛
成
者
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
議
会
で
は
知
事
提
出

議
案
が
初
め
て
否
決
さ
れ
る
（
人

事
案
件
）
と
い
う
出
来
事
が
あ
り
、

注
目
さ
れ
ま
し
た
。

今
井
光
子
議
員
が
代
表
質
問
に
た
ち

「
大
和
平
野
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
」

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
磯
城
郡
３
町
と
奈
良
県
が

協
定
を
結
び
、
県
立
大
学
工
学
系
学
部

設
置
と
10
年
後
の
国
体
会
場
整
備
を
軸

と
し
た
「
大
和
平
野
中
央
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
荒

井
知
事
は
突
然
、
国
家
戦
略
特
区
・

「
大
和
平
野
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
」

に
変
更
し
、
11
月
５
日
に
は
「
キ
ッ
ク

オ
フ
会
議
」
を
開
き
ま
し
た
。

県
は
今
年
度
末
ま
で
の
国
の
国
家
戦

略
特
区
・
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
第
２
次
募

集
に
参
画
で
き
る
よ
う
、
急
速
に
計
画

を
進
め
て
い
ま
す
。

企
業
が
個
人
情
報
を
一
手
に

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
と
は
、
本
来

行
政
が
担
う
べ
き
「
健
康
保
持
」
「
移

動
支
援
」
「
教
育
」
な
ど
を
企
業
が
計

画
立
案
し
、
自
治
体
が
デ
ー
タ
を
提
供

し
必
要
な
財
政
を
支
出
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
住
民
が
知
ら
な
い
間
に
様
々

な
個
人
情
報
が
提
供
さ
れ
、
生
活
丸
ご

と
企
業
に
活
用
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
今

井
議
員
は
地
方
自
治
の
尊
重
と
住
民
情

報
の
保
護
を
求
め
、
十
分
な
住
民
合
意

が
不
可
欠
と
た
だ
し
ま
し
た
。

公
平
性
・
透
明
性
が
欠
如

議
会
軽
視
の
問
題
も

ま
た
、
知
事
が
事
前
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
た
雑
誌
社
が

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
選
定
さ
れ
た
問

題
や
、
予
算
議
決
前
に
公
告
す
る

な
ど
、
公
平
性
・
透
明
性
・
議
会

軽
視
の
問
題
を
指
摘
し
ま
し
た
。

荒
井
知
事
は
「
住
民
合
意
は
必

要
」
「
透
明
性
や
公
平
性
は
担
保

し
て
い
る
」
「
予
算
議
決
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
は
手
続
き
停
止
条
件

を
付
し
て
い
た
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。

民
主
政
治
の
基
本

参
院
選
で
「
投
票
率
全
国

１
位
」
を
め
ざ
し
て

今
井
議
員
は
こ
の
ほ
か
、
核
兵

器
禁
止
条
約
比
准
国
会
議
の
参
加
を
政

府
に
要
望
す
る
こ
と
や
、
平
群
町
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
を
め
ぐ
る
問
題
、
子

ど
も
の
医
療
費
無
料
化
、
県
産
小
麦
を

使
用
し
た
パ
ン
の
学
校
給
食
使
用
な
ど

の
テ
ー
マ
で
質
問
。
ま
た
、
い
ろ
ん
な

こ
と
で
全
国
１
位
を
と
標
榜
す
る
知
事

に
、
参
院
選
で
政
治
民
主
主
義
の
基
本
・

投
票
率
全
国
１
位
を
め
ざ
す
よ
う
提
案

し
ま
し
た
。
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コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
コ
メ
農
家
に
支
援
を

「
依
存
か
ら
自
立
」
へ
農
政
の
転
換
を

小
林
照
代
議
員

一
般
質
問

２０２２年１月 日本共産党奈良県議会だより （１）

なにより命、暮らし貫く
奈良県政へ

２０２２年新春

日本共産党奈良県会

突
然
浮
上
し
た

の

地
方
自
治
守
れ
、
十
分
な
住
民
合
意
を
と
要
求

今
井
光
子
議
員

代
表
質
問



「
平
群
町

の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
を
考
え

る
会
」
代
表

ら
が
提
出
し

て
い
た
「
生

駒
平
群
発
電

所
工
事
に
お

け
る
林
地
開

発
許
可
の
取

り
消
し
を
求

め
る
請
願
」

は
否
決
さ
れ

ま
し
た
が
、

出
席
議
員
40

人
中
17
人
が

賛
成
す
る
な

ど
党
派
を
超

え
た
広
が
り

が
み
ら
れ
ま

し
た
。

採
決
に
先

立
つ
委
員
会

審
議
で
は
賛

否
同
数
と
な

り
、
委
員
長

採
決
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
本
会
議
で
太
田
敦
議
員
は

「
開
発
申
請
の
偽
装
が
発
覚
し
て
工
事
が

停
止
し
て
い
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
現
場

は
、
事
業
者
が
防
災
設
備
を
ほ
と
ん
ど
設

置
せ
ず
皆
伐
し
た
た
め
土
砂
流
出
が
あ
り
、

住
民
の
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
」
と
指
摘

し
、
請
願
の
採
択
を
求
め
ま
し
た
。

請
願
が
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
残

念
で
す
が
、
日
本
共
産
党
以
外
の
会
派
に

も
賛
同
が
広
が
っ
た
こ
と
は
、
平
群
町
住

民
の
半
数
を
超
え
る
９
６
０
０
筆
の
署
名

が
提
出
さ
れ
る
な
ど
し
た
住
民
運
動
の
大

き
な
成
果
で
す
。

引
き
続
き
、
党
派
を
超
え
て
地
域
の
願

い
を
国
政
・
県
政
に
届
け
て
奮
闘
す
る
決

意
で
す
。

２０２２年１月 日本共産党奈良県議会だより （２）

県
人
事
委
員
会
が
県
職
員
期
末
手
当

０
・
１
５
月
分
の
引
き
下
げ
を
勧
告
し
、

引
き
下
げ
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
県
職
員
の
月
例
給
は
特
例
条

例
で
減
額
さ
れ
て
お
り
、
民
間
比
マ
イ

ナ
ス
９
６
６
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
引
き
下
げ
は
昨
年
度
に
続
き

２
年
連
続
で
あ
り
、
平
均
で
マ
イ
ナ
ス

５
万
７
０
０
０
円
（
昨
年
は
３
万
９
０

０
０
円
）
と
な
り
ま
す
。

山
村
幸
穂
議
員
は
討
論
に
立
ち
「
国

家
公
務
員
の
一
時
金
に
つ
い
て
政
府
は

『
コ
ロ
ナ
過
で
の
引
き
下
げ
は
、
地
方

公
務
員
や
関
連
団
体
等
職
員
、
民
間
へ

の
影
響
が
大
き
い
』
と
実
施
を
見
送
っ

た
。
全
国
で
は
11
県
が
実
施
を
見
送
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
奮
闘
す
る
職
員

の
意
欲
を
奪
う
も
の
」
と
指
摘
。

「
準
拠
し
て
い
る
財
団
や
民
間
へ
の

引
き
下
げ
圧
力
と
な
り
、
地
域
掲
載
へ

の
打
撃
と
な
る
。
賃
上
げ
を
求
め
る
労

働
者
の
願
い
に
も
逆
行
す
る
」
と
反
対

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

一
方
、
日
本
共
産
党
は
特
別
職
の
減

額
は
賛
成
で
す
の
で
、
特
別
職
・
一
般

職
と
も
引
き
下
げ
を
主
張
す
る
日
本
維

新
の
会
に
よ
び
か
け
「
特
別
職
も
一
般

職
に
合
わ
せ
た
引
き
下
げ
を
」
と
共
同

提
案
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
と
日
本
維
新
の
会
の
２

会
派
が
共
同
提
案
す
る
の
は
初
め
て
の

こ
と
で
す
。

結
果
は
残
念
な
が
ら
否
決
と
な
り
ま

し
た
が
、
様
々
な
政
策
で
意
見
が
異
な

る
政
党
同
士
で
も
、
一
致
点
に
よ
る
共

同
は
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
ま
し

た
。 熱

海
の
土
石
流
災
害
を

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

建
設
残
土
の
適
切
な
対
応
を
求

め
る
意
見
書
を
全
会
一
致
採
択

日
本
共
産
党
が
提
案
し
た
「
建
設

発
生
土
に
対
す
る
適
切
な
対
応
を
求

め
る
意
見
書
」
が
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

建
設
工
事
で
発
生
す
る
残
土
は
、

有
効
活
用
さ
れ
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ

ん
が
、
山
林
等
へ
投
棄
さ
れ
る
と
、

土
砂
崩
れ
、
粉
じ
ん
の
飛
散
、
生
態

系
の
破
壊
な
ど
の
社
会
問
題
と
な
り

ま
す
。
昨
年
７
月
に
発
生
し
た
熱
海

の
土
石
流
災
害
は
、
建
設
残
土
に
よ

る
盛
り
土
造
成
の
危
険
性
を
改
め
て

浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。

総
務
省
は
建
設
発
生
土
の

不
適
正
処
理
事
案
や
対
応
の

現
状
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
適
正
処
理
や
有
効
利

用
の
た
め
の
課
題
を
整
理
し
、

関
係
行
政
の
改
善
に
資
す
る

た
め
の
調
査
を
昨
年
１
月
か

ら
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、

奈
良
県
議
会
と
し
て
国
へ
の

意
見
書
決
議
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

県
は
林
地
開
発
許
可
の
取
り
消
し
を

住
民
が
請
願
を
提
出

出席議員４０名中１７名が賛成―党派超えた運動の成果

太田あつし議員が採択を求める

平
群
町
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
開
発

否
決

「民
間
等
へ
の
影
響
大
き
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

奮
闘
す
る
職
員
の
意
欲
を
奪
う
も
の
」

一
般
職
の
期
末
手
当
引
き
下
げ
条
例
に
反
対

日本共産党県議団が提案

特
別
職
こ
そ
引
き
下
げ
を

●
条
例
提
案
す
る
も
否
決

選挙は市民が直接自分たちの代弁者を選んで政治にかかわることができる

唯一の方法で。民主主義のバロメーターです。

先の衆院選は全国の投票率が５６％で戦後３番目の低投票率に。そんな中、

奈良県では５９％と前回選挙よりアップさせ、全国７位でした。ちなみに全

国１位は山形県の６４％、奈良県との差はほぼ５％。

芸能人らが「＃私も投票します」と呼びかけ、県内でも市民連合を中心に

「投票に行こうという」と呼びかけたことも投票率引き上げに貢献しました。

今井光子議員は代表質問で「『健康長寿日本一』などを掲げる荒井知事。

来年の参院選で、奈良県が、民主主義のバロメーターである投票率全国１を」

と提起しました。（前面に関連記事）

政治に関心がなくても政治に関係ない人は１人もいません。

高齢化が進む中、投票したいが投票場に行けないという方が増えていて、

「投票所へのアクセス」の課題があります。学校や施設など身近な場所で投

票ができるようにすることも求められています。段差解消や記載台の改善な

ど」「投票場の環境」、今の「記名式投票」を「記号式投票」（自治体レベ

ルではすでに４県で実施事例がある）にしてはとの提案もされていることろ

です。今井議員は、具体的な改善提案を示し、次回、参院選で投票率全国１

位をめざしてほしいと呼びかけました。

民主主義のバロメーター

投票率で全国１位めざせ
今井光子議員 代表質問で荒井知事にせまる

昨
年
末
、
原
油
高
騰

で
灯
油
価
格
が
急
騰
し
、

家
計
を
直
撃
。
共
産
党

県
議
団
は
生
活
困
窮
者

の
「
福
祉
灯
油
支
援
制

度
」
を
創
設
し
、
緊
急

に
支
援
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

日本共産党奈良県会議員団のフォトレポート

コ
ロ
ナ
の
対
策
な
ど
保
育
の
現

場
は
負
担
が
増
す
ば
か
り
。
昨
年

末
、
保
育
所
保
護
者
や
保
育
士
さ

ん
が
保
育
士
配
置
基
準
の
改
善
、

賃
金
向
上
を
県
に
求
め
ま
し
た
。


